
新はこだて

JA新はこだて
ホームページえすぽわーる

新
函
館

№28012月号
2025年

№2811月号
2026年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを
発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

合併号

2
‐
新
年
の
挨
拶

4
‐
特
集
　
わ
れ
ら
午
年

6
‐
道
南
を
農
す

　
　
七
飯
町
　
小
田
切
　
宏
樹
 さ
ん

7
‐TO

PICS

10
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐
活
用
し
よ
う
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

12
‐Inform

ation

　
　
青
年
部「
農
作
業
安
全
」取
組
紹
介

　
　
年
末
年
始
営
業
開
始
時
間
に
つ
い
て

　
　
正
組
合
員
加
入
案
内

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

　
　
せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

17
‐
脳
ト
レ
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

2
‐
新
年
の
挨
拶

4
‐
特
集
　
わ
れ
ら
午
年

6
‐
道
南
を
農
す

　
　
七
飯
町
　
小
田
切
　
宏
樹
 さ
ん

7
‐TO

PICS

10
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐
活
用
し
よ
う
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

12
‐Inform

ation

　
　
青
年
部「
農
作
業
安
全
」取
組
紹
介

　
　
年
末
年
始
営
業
開
始
時
間
に
つ
い
て

　
　
正
組
合
員
加
入
案
内

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

　
　
せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

17
‐
脳
ト
レ
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№270
2月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　八
雲
地
区

　舟
田

　圭
佑
 さん

3
‐TO

PICS

6
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

8
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

10
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐JO

B.com

12
‐Inform

ation

　
　企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　
　営
農
販
売
・
経
済
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　
　渡
島
型
輪
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
に
つ
い
て

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

17
‐
み
ん
な
の
ま
る
め
郎
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№271
3月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　北
斗
地
区

　吉
田

　卓
志
 さん

3
‐TO

PICS

4
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐
組
合
員
懇
談
会
開
催
結
果
報
告

9
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

10
‐
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

　
　第
23
回
通
常
総
代
会
開
催
の
ご
案
内

11
‐Inform

ation

　
　従
業
員
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
ま
る
め
郎
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№272
4月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
新
採
用
職
員
紹
介

5
‐
道
南
を
農
す

　
　濁
川
地
区

　愛
場

　悠
一
 さん

6
‐TO

PICS

8
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

10
‐Inform

ation

　
　人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

13
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

　
　ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

17
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

2
‐
特
集

　
　〜
第
２3
回
通
常
総
代
会
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　北
斗
地
区

　山
崎

　啓
祐
 さん

5
‐TO

PICS

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

10
‐JO

B.com

11
‐Inform

ation

　
　ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
蔓
延
防
止

　
　組
合
員
資
格
確
認

　
　
　
　
　
　ほ
か

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№273
5月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　八
雲
町

　中
島

　大
介
 さん

3
‐TO

PICS

4
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐Inform

ation

　
　対
話
し
た
い
わ（
組
合
員
懇
談
会
）

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　J
A
カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№274
6月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集

　
　〜
管
内
各
地
で
食
農
教
育
活
動
が

　
　
 

 

行
わ
れ
ま
し
た
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　七
飯
地
区

　杉
村

　久
幸
 さん

5
‐TO

PICS

7
‐
対
話
し
た
い
わ

8
‐
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

9
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

11
‐JO

B.com

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　

 

せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№275
7月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　厚
沢
部
地
区

　齊
藤

　利
弥
 さん

3
‐TO

PICS

　
　ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

5
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

7
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

8
‐Inform

ation

　
　J
A
北
海
道
大
会

　決
議
事
項

10
‐
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

12
‐
理
事
会
報
告

13
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

14
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№276
8月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集

　
　〜
各
地
で
夏
ま
つ
り
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　せ
た
な
地
区

　桝
田

　晴
希
 さん

5
‐TO

PICS

6
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

8
‐
対
話
し
た
い
わ

9
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

10
‐JO

B.com

11
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

12
‐
理
事
会
報
告

　
　出
資
金
の
お
知
ら
せ

13
‐
脳
ト
レ
広
場

14
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№277
9月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　上
ノ
国
町

　森

　優
人
 さん

3
‐TO

PICS

4
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐
対
話
し
た
い
わ

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐Inform

ation

　
　J
A
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を
装
っ
た

　
　フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に
つ
い
て

9
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

10
‐
理
事
会
報
告

　
　ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

11
‐
脳
ト
レ
広
場

12
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№278
10月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集
　
┃
収
穫
の
秋
┃

4
‐
道
南
を
農
す

　
　
森
町
　
佐
橋
　
智
也
 さ
ん

5
‐TO

PICS

　
　
全
道
Ｌ
Ａ
ス
マ
サ
ポ
大
会

8
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

9
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

10
‐
理
事
会
報
告

11
‐
脳
ト
レ
広
場

12
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№279
11月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！
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代
表
取
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社
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常
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取
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リ
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平
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小

　澤
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　貫
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三

　浦

　安

　則

岡

　村

　栄

　士

佐

　藤

　元

　彦

職

　員

　一

　同

横

　道

　重

　人

大

　友

　和

　雄

社

　員

　一

　同

㈱
新
は
こ
だ
て
協
同

　皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
私
た
ち
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の
天
候
不
良
等
に
よ
り
作
業
の
遅

れ
が
生
じ
た
上
に
、
夏
場
の
高
温
や
干
ば
つ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
８
月

中
旬
の
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
我
々
の
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
資
材
や
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
き
、
依
然

と
し
て
農
家
経
営
に
は
厳
し
い
情
勢
と
な
り
ま
し
た
。

　青
年
部
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
消
費
者
Ｐ
Ｒ
事
業
や
部
員
交
流
事
業

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
農
作
業
安
全
事
業
に
も
力
を
入

れ
て
活
動
を
行
い
、
網
走
函
館
Ｊ
Ａ
青
年
部
農
作
業
安
全
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
青
年
部
と
合
同
で
農
作
業
安
全
の

輪
を
全
道
・
全
国
へ
広
げ
て
い
く
た
め
に
注
力
し
ま
し
た
。
中
で
も
、

農
業
初
心
者
向
け
の
農
作
業
安
全
啓
発
動
画
を
作
成
し
、
一
日
農
業
バ

イ
ト
「
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
に
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　安
全
な
地
域
農
業
の
実
現
に
は
、
我
々
生
産
者
が
農
作
業
安
全
を
「
自

分
事
」
と
し
て
考
え
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
青

年
部
で
は
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
農
作
業

安
全
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
先
も
、
農
家
経
済
に
と
っ
て
は
厳
し
い
情
勢
が
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
我
々
生
産
者
が
一
丸
と
な
り
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
、
青

年
部
盟
友
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
ご
多
幸
、
そ
し
て
な
に

よ
り
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
青
年

部
活
動
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
も
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
、
私
た
ち
女
性
部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
広
域
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
各
地
区
で
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
ご
と
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
も
多
く
設
け

ら
れ
、
部
員
同
士
の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
ま
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　10
月
に
は
、
女
性
部
員
全
体
で
「
Ｊ
Ａ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、Ｊ
Ａ

の
役
割
や
組
織
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
び
、「
女
性
参
画
」
に
関
す
る

研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
女
性
の
役
割
や
可
能
性
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
食
農
教
育

に
も
、
各
地
区
か
ら
多
く
の
部
員
が
参
加
し
、
食
と
農
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　一
方
で
、
米
価
の
高
騰
や
野
生
動
物
の
市
街
地
出
没
な
ど
、
気
候
変
動

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
で
は
、「
協
同
活
動
に
よ
っ
て
、
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ
い
、
た
す
け

あ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
行
い
ま
す
」
と
い
う
組
織
目

標
の
も
と
、
皆
で
協
力
し
合
い
、
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
そ

し
て
女
性
部
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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代
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監
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代
表
取
締
役
社
長

常

務

取

締

役

岡

　崎

　昭

　子

椛

　澤

　健

　一

東

　出

　雅

　史

大

　原

　ノ
リ
子

土

　本

　
　
　治

平

　野

　博

　章

平

　川

　賢

　一

髙

　橋

　陽

　一

小

　澤

　大

　栄

稗

　貫

　昭

　光

三

　浦

　安

　則

岡

　村

　栄

　士

佐

　藤

　元

　彦

職

　員

　一

　同

横

　道

　重

　人

大

　友

　和

　雄

社

　員

　一

　同

㈱
新
は
こ
だ
て
協
同

ＪＡ新はこだて青年部

部長　小山内　　慈

ＪＡ新はこだて女性部

部長　森永　尚美

　皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
私
た
ち
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先
の
天
候
不
良
等
に
よ
り
作
業
の
遅

れ
が
生
じ
た
上
に
、
夏
場
の
高
温
や
干
ば
つ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
８
月

中
旬
の
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
我
々
の
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
資
材
や
燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
き
、
依
然

と
し
て
農
家
経
営
に
は
厳
し
い
情
勢
と
な
り
ま
し
た
。

　青
年
部
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
消
費
者
Ｐ
Ｒ
事
業
や
部
員
交
流
事
業

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
農
作
業
安
全
事
業
に
も
力
を
入

れ
て
活
動
を
行
い
、
網
走
函
館
Ｊ
Ａ
青
年
部
農
作
業
安
全
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
青
年
部
と
合
同
で
農
作
業
安
全
の

輪
を
全
道
・
全
国
へ
広
げ
て
い
く
た
め
に
注
力
し
ま
し
た
。
中
で
も
、

農
業
初
心
者
向
け
の
農
作
業
安
全
啓
発
動
画
を
作
成
し
、
一
日
農
業
バ

イ
ト
「
ｄ
ａ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
に
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　安
全
な
地
域
農
業
の
実
現
に
は
、
我
々
生
産
者
が
農
作
業
安
全
を
「
自

分
事
」
と
し
て
考
え
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
青

年
部
で
は
取
り
組
み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
農
作
業

安
全
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
先
も
、
農
家
経
済
に
と
っ
て
は
厳
し
い
情
勢
が
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
我
々
生
産
者
が
一
丸
と
な
り
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
、
青

年
部
盟
友
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
ご
多
幸
、
そ
し
て
な
に

よ
り
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
青
年

部
活
動
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
も
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
、
私
た
ち
女
性
部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
広
域
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
各
地
区
で
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
ご
と
の
交
流
や
情
報
交
換
の
場
も
多
く
設
け

ら
れ
、
部
員
同
士
の
つ
な
が
り
が
よ
り
深
ま
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　10
月
に
は
、
女
性
部
員
全
体
で
「
Ｊ
Ａ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、Ｊ
Ａ

の
役
割
や
組
織
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
び
、「
女
性
参
画
」
に
関
す
る

研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
女
性
の
役
割
や
可
能
性
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
食
農
教
育

に
も
、
各
地
区
か
ら
多
く
の
部
員
が
参
加
し
、
食
と
農
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　一
方
で
、
米
価
の
高
騰
や
野
生
動
物
の
市
街
地
出
没
な
ど
、
気
候
変
動

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
部
で
は
、「
協
同
活
動
に
よ
っ
て
、
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ
い
、
た
す
け

あ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
行
い
ま
す
」
と
い
う
組
織
目

標
の
も
と
、
皆
で
協
力
し
合
い
、
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
そ

し
て
女
性
部
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

常

務

理

事

常

務

理

事

常

務

理

事

理

事

横

　道

　重

　人

加

　藤

　寛

　喜

（
営
農
・
販
売
）

新

　谷

　正

　人

（
総
務
・
リ
ス
ク
管
理
）

南

　
　
　茂

　樹

（
信
用
・
共
済
）

佐

　藤

　博

　嗣

（
営
農
販
売
・
経
済
委
員
長
、

森
地
区
運
営
委
員
長
）

髙

　瀨

　幸

　巳

（
企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
長
、

南
檜
山
地
区
運
営
委
員
長
）

伊
勢
谷

　達

　志

（
大
野
・
上
磯
地
区
運
営
委
員
長
）

森

　
　
　隆

　志

（
南
渡
島
地
区
運
営
委
員
長
）

大

　嶋

　
　
　貢

（
七
飯
・
函
館
地
区
運
営
委
員
長
）

小

　坂

　寛

　和

（
北
渡
島
地
区
運
営
委
員
長
）

影

　浦

　義

　和

（
せ
た
な
地
区
運
営
委
員
長
）

倉

　田

　
　
　健

佐
々
木

　芳

　勝

丹

　保

　勝

　也

小
笠
原

　裕

　章

佐

　橋

　
　
　悟

新
函
館
農
業
協
同
組
合

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

代 表 理 事 組 合 長

横 道　重 人

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
の
新
春
を
ご
家
族
と
と
も

に
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
日
頃
よ
り
当
組
合
の
事
業
運
営
は
も
と
よ
り
、
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同

に
対
し
ま
し
て
も
、
格
別
の
ご
高
配
と
ご
愛
顧
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
管
内
の
農
業
は
４
月
中
旬
頃
か
ら
の
多
雨
や

曇
天
等
に
よ
り
、
耕
起
や
播
種
作
業
が
遅
延
し
、
不
安
を
抱
え
た
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夏
場
の
猛
暑
や
病
害
虫
の
発
生
、
高
温
障
害
の
影
響

を
受
け
、
各
作
物
で
収
量
減
少
や
品
質
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

８
月
19
日
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
が
氾
濫
し
、
水
稲
・
畑
作
物
な
ど

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
国
内
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ

る
農
業
関
連
を
含
む
保
護
主
義
的
な
通
商
政
策
、い
わ
ゆ
る
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」

の
再
導
入
や
、
防
衛
費
・
在
日
米
軍
駐
留
経
費
な
ど
安
全
保
障
面
で
の
日
本
へ

の
負
担
増
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
昨
年
10
月
に
高
市

早
苗
氏
が
女
性
と
し
て
初
め
て
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
、
農
業
や
地
方
創

生
、
日
本
再
生
を
重
要
政
策
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
国
際
情
勢
の
不
透
明
感

や
経
済
・
安
全
保
障
面
で
の
外
的
圧
力
が
強
ま
る
中
、
内
政
・
外
交
と
も
に
難

し
い
政
権
運
営
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
の
中
、
農
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
に
向
け
た
法
制
化
な

ど
、
再
生
産
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
強
く
法
制
化
へ
の
要
請
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
令
和
９
年
度

農
業
政
策
で
は
、
物
価
高
騰
や
気
候
変
動
へ
の
対
応
強
化
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
農
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
補
助
金
や
支

援
策
の
拡
充
な
ど
が
重
点
的
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
政
策
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
と
生
産
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
は
、「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な

北
海
道
農
業
の
確
立
」「
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤

の
確
立
」「
農
業
や
食
、Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
」
の
三
つ
の
議
案
が
採
択
さ

れ
、
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
、
連
合
会
が
自
ら
の
役
割
を
認
識
し
、
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
も
３
年
目
を

迎
え
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
組
合
員
・
各
関
係
機
関
と
意
思
を
結
集
し
、

「
協
同
の
力
」
を
さ
ら
に
発
揮
し
て
、
引
き
続
き
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　管
内
の
農
業
は
、
燃
料
・
肥
料
・
諸
資
材
な
ど
生
産
コ
ス
ト
が
高
止
ま

り
し
、
流
通
コ
ス
ト
や
人
件
費
の
上
昇
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

で
す
。
加
え
て
、
猛
暑
や
集
中
豪
雨
、
曇
天
に
よ
る
日
照
不
足
な
ど
気
候

変
動
に
よ
る
生
産
環
境
の
変
化
が
著
し
く
、
農
業
経
営
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　組
合
員
の
減
少
・
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ

り
、
生
産
基
盤
や
地
域
農
業
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
維
持
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
多
様
な
担
い
手
の
育
成

や
ス
マ
ー
ト
農
業
等
に
よ
る
省
力
化
・
効
率
化
を
図
り
、
生
産
効
率
の

高
い
農
業
経
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　Ｊ
Ａ
経
営
を
巡
り
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
令
和
の
米
騒
動
」
に
よ
る

業
者
間
の
集
荷
競
争
激
化
に
伴
う
米
価
の
高
騰
や
青
果
物
の
価
格
面
で

の
好
調
が
あ
っ
た
一
方
、
猛
暑
等
の
影
響
に
よ
り
取
扱
量
が
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
酪
農
畜
産
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
個
体
販
売
価
格

の
低
迷
と
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
が
続
き
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
農
畜
産
物
取
扱
額
は
３
５
０
億
円
を
超
え
、
過

去
最
高
額
を
記
録
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
経
営
全
体
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
銀
の
政
策
金
利
引
き
上
げ
や

人
口
減
少
に
よ
る
市
場
規
模
の
縮
小
に
伴
う
信
用
事
業
収
益
の
減
少
、

円
安
を
背
景
と
し
た
物
価
高
の
影
響
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
各
事
業

費
用
の
増
加
に
よ
り
事
業
利
益
の
確
保
が
一
層
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
取
組
み
３
年
目
と
な
る
第
７
次
中
期
経

営
計
画
・
地
域
農
業
振
興
計
画
の
基
本
方
針
「
新
時
代
を
切
り
拓
く“

新

た
な
自
己
改
革”

へ
の
挑
戦
」「
農
業
所
得
の
増
大
」「
対
話
を
通
じ
た
組

合
員
と
の
関
係
強
化
」
の
重
点
実
施
項
目
や
各
種
基
本
対
策
の
達
成
に

向
け
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
層
の
ご
理
解
と
積
極
的
な
運
営
参
画
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　結
び
に
、
迎
え
た
本
年
が
災
害
も
な
く
、
豊
穣
で
希
望
に
満
ち
た
良

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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迎
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。
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猛
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収
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濫
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初
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掲
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う
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中
、
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、
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制
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。
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９
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度
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の
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掲
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の
持
続
的
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と
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産
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の
強
化
に
努
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ま
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。
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Ａ
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Ａ
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。
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Ａ
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。
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。
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。
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携
わ
る
事
に
な
る
為
、

作
業
を
覚
え
分
か
ら
な
い
事
を
減
ら
し
つ
つ
、試
行

錯
誤
し
な
が
ら
実
践
し
て
い
き
、日
々
、励
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で
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き
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で
す
。
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今
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の
抱
負
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0
2
6
年
は
も
う
少
し
の
ん
び
り
と
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日
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楽
し
ん
で
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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う
少
し
の
ん
び
り
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日
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で
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
の
抱
負

　乳
価
は
上
が
り
ま
し
た
が
、配
合
飼
料
や
肥
料
も

高
い
ま
ま
で
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

　乳
価
は
上
が
り
ま
し
た
が
、配
合
飼
料
や
肥
料
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高
い
ま
ま
で
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

昭
和
53
年
生
ま
れ

昭
和
53
年
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ま
れ

昭
和
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年
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ま
れ

森
田
　洋
平
さ
ん

森
田
　洋
平
さ
ん

森
田
　洋
平
さ
ん
も
り
た

よ
うへい

も
り
た

よ
うへい

も
り
た

よ
うへい

　振興公社の業務を通じ、圃場の多さや圃場
毎の土壌の違いを知り、青年部へ加入した事
により他の生産者と繋がりが出来た為今後
のモチベーション維持に繋がりました。

　振興公社の業務を通じ、圃場の多さや圃場
毎の土壌の違いを知り、青年部へ加入した事
により他の生産者と繋がりが出来た為今後
のモチベーション維持に繋がりました。

昨年を振り返って

　養豚業にとっては、飼料価格の高止まりや猛
暑による影響はあったものの、取引価格は高値
で推移し、売上の向上につながったため、全体的
には恵まれた一年となりました。

昨年を振り返って

　充実していたが、忙しくてあっという間
に過ぎてしまった年でした。
　充実していたが、忙しくてあっという間
に過ぎてしまった年でした。

昨年を振り返って

　昨年は、豚の事故率が上がってしまったため、
今年は原因の究明、対策により改善と安定生産
に努めていきたいです。

今年の抱負

　今年は昨年の課題を振り返
り、克服していけたらと思いま
す。そして昨年の自分に勝ちた
いです！！

　今年は昨年の課題を振り返
り、克服していけたらと思いま
す。そして昨年の自分に勝ちた
いです！！

今年の抱負

　草地更新を頑張って良い粗
飼料を確保したいです。また、
昨年から取り組んでいる自家
授精でも、繁殖成績が向上する
ように頑張ります。

　草地更新を頑張って良い粗
飼料を確保したいです。また、
昨年から取り組んでいる自家
授精でも、繁殖成績が向上する
ように頑張ります。

今年の抱負

せたな町せたな町せたな町

昭和53年生まれ昭和53年生まれ昭和53年生まれ
野中　正道さん野中　正道さん野中　正道さん のなか

まさみち
のなか
まさみち
のなか
まさみち

森町森町森町

昭和53年生まれ昭和53年生まれ昭和53年生まれ
髙瀨　瑞生さん髙瀨　瑞生さん髙瀨　瑞生さん たかせ

みずき
たかせ
みずき
たかせ
みずき

　昨年は多くの課題に直
面しましたが、諸先輩方
のアドバイスなどで乗り
越えることが
できました。

　昨年は多くの課題に直
面しましたが、諸先輩方
のアドバイスなどで乗り
越えることが
できました。

昨年を振り返って
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　振興公社の業務を通じ、圃場の多さや圃場
毎の土壌の違いを知り、青年部へ加入した事
により他の生産者と繋がりが出来た為今後
のモチベーション維持に繋がりました。
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面しましたが、諸先輩方
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午
年
っ
て
ど
ん
な
年
？

〜
運
気
や
兆
候
、

午
年
生
ま
れ
の
人
の
性
格
な
ど
〜

　午
年
は
︑エ
ネ
ル
ギ
ー
と
行
動
力
が
高
ま
る
年
と

さ
れ
ま
す
︒こ
の
年
は
︑積
極
的
な
挑
戦
や
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
決
断
が
成
功
を
引
き
寄
せ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
︒

　﹁動
き
﹂の
年
と
な
る
の
で
︑じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り

も
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
成
果
を
上
げ
や
す
く

な
り
ま
す
︒大
人
し
く
計
画
す
る
と
い
う
よ
り
は
︑積

極
的
に
行
動
を
す
る
と
運
気
が
巡
り
や
す
く
な
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
︒

運
気
や
兆
候

午
年
生
ま
れ
の
性
格
は
？

　明
る
く
社
交
性
に
富
む
と
い
う
特
徴
が
あ
り
︑人

と
出
会
う
こ
と
に
も
積
極
的
︑次
々
に
知
人
を
増
や

し
︑交
友
範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
︑純
粋
に
楽

し
い
と
感
じ
る
タ
イ
プ
で
す
︒

　ま
た
︑困
っ
て
い
る
人
は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ず
︑ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
に
相
談
に
乗
っ
た

り
︑一
緒
に
動
い
た
り
し
ま
す
︒

　猛
暑
や
大
雨
な
ど
栽
培
管
理
が
難
し
い
状
態
が
続

い
た
の
で
大
変
な
年
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　来
年
は
厳
し
い
環
境
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
経

営
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
抱
負
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市
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市
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斗
市
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53
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ま
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和
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司
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ん
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ん

原
田
　幸
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さ
ん
は
ら
だ

こ
う
じ
は
ら
だ

こ
う
じ
は
ら
だ

こ
う
じ

　昨年は夏の厳しい暑さとスポット的な豪雨が
あり、夏場のほうれん草栽培は本当に大変でした
が、暑熱対策を講じながらなんとか出荷すること
ができました。シーズン通して例年と比較すると
収穫量は減少しましたが、高単価で推移し単価面
で本当に助けてもらったと実感しています。

昨年を振り返って

　天候に左右されず、人・農作物ともに無病息災
で収穫期を迎えられるような1年であればありが
たいです。今年も主要作物の『ほうれん草』を増反
する予定なので、『ほうれん草』振興のためにしっ
かりと結果を残していきたいと思います。

今年の抱負

七飯町七飯町七飯町

昭和53年生まれ昭和53年生まれ昭和53年生まれ
青山　誠さん青山　誠さん青山　誠さん あおやま

まこと
あおやま
まこと
あおやま
まこと

今
年
の

抱
　負

２
０
２
６
年
も
幕
が
開
け
ま
し
た
。

こ
の
輝
か
し
い
午
年
生
ま
れ
の
方
々
に
、

「
２
０
２
５
年
を
振
り
返
っ
た
感
想
」と

「
２
０
２
６
年
の
抱
負
」を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

年

わ
れ
ら
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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

「
な
な
み
つ
き
」５
年
連
続
最
高
値

【
七
飯
】

　七
飯
町
の
ブ
ラ
ン
ド
リ
ン
ゴ
「
な
な
み
つ
き
」
が

１１
月
１４
日
、
函
館
市
の
東
一
函
館
青
果
に
３
０
３
箱

初
出
荷
さ
れ
た
。
き
り
箱
（
３
㌔
）
特
選
７
玉
に

１０
万
円
の
値
が
付
き
、
５
年
連
続
の
最
高
値
と
な
っ

た
。
同
８
玉
に
は
７
万
円
、
同
９
玉
に
は
５
万
円
の

高
値
が
付
い
た
。

　せ
り
に
立
ち
会
っ
た
七
飯
町
果
樹
組
合
な
な
み
つ

き
部
会
の
後
藤
部
会
長
は
「
１０
月
下
旬
か
ら
寒
暖

差
で
順
調
に
蜜
が
入
り
、
平
均
よ
り
肥
大
良
好
」

と
話
し
た
。

　「な
な
み
つ
き
」
は
「
ぐ
ん
ま
名
月
」
の一
定
品
質

以
上
に
付
け
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
名
。
同
町
果
樹
組
合

な
な
み
つ
き
部
会
の
１７
戸
が
厳
選
出
荷
し
て
い
る
。

「ななみつき」の初せり

エン
ゲ
ー
ジ
メン
ト
向
上へ

【
人
事
】

　当
Ｊ
Ａ
と
（
株
）
新
は
こ
だ
て
協
同
は
、
１０
月
か

ら
１１
月
に
か
け
て一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
協
会
よ

り
講
師
を
招
き
管
理
職
研
修
を
開
催
し
た
。
研
修

は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
を
テ
ー
マ
と
し
た
幹
部
職

（
部
門
長
・
所
属
長
）
を
対
象
と
し
た
研
修
と
、
人

事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
テ
ー
マ
と
し

た
課
長
職
層
対
象
の
研
修
に
分
け
て
開
催
し
、
本

店
や
各
営
農
セ
ン
タ
ー
、
支
店
、
事
業
所
か
ら
総
勢

77
名
が
出
席
し
た
。

　出
席
者
は
普
段
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の

無
い
他
地
区
や
他
部
署
の
管
理
職
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
な
が
ら
管
理
職
と
し
て
の
役
割
を
再
認
識

し
た
。

グループワークを行う様子

児
童
養
護
施
設
で
調
理
実
習

　Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
女
性
部
は
１１
月
１
日
、
函

館
市
内
の
児
童
養
護
施
設
「
函
館
国
の
子
寮
」

を
訪
れ
、
料
理
教
室
を
開
催
し
た
。
同
部
員

と
入
所
し
て
い
る
小
中
高
生
の
子
ど
も
た
ち
、

施
設
職
員
、Ｊ
Ａ
職
員
合
わ
せ
て
約
４０
名
が
参

加
。　こ

の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
食
や
農

業
の
大
切
さ
を
伝
え
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と

で
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
昨
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
。
２
回
目
と

な
る
今
回
は
、
煮
込
み
お
か
ら
ハ
ン
バ
ー
グ
、

南
瓜
と
じ
ゃ
が
い
も
の
だ
ん
ご
汁
、
も
ち
も
ち

ミ
ル
ク
餅
、
新
米
お
に
ぎ
り
の
４
品
を
作
っ
た

ほ
か
、
リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
に
も
挑
戦
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
女
性
部
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
食
材
を
切
っ
た

り
、
こ
ね
た
り
と
積
極
的
に
参
加
し
た
。

　ま
た
、
使
わ
れ
た
道
南
食
材
に
つ
い
て
の
説

明
や
、
野
菜
に
関
す
る
ク
イ
ズ
も
実
施
。
子
ど

も
た
ち
は
ク
イ
ズ
に
真
剣
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
食
材
や
農
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　森
永
部
長
は
「
今
年
は
児
童
の
参
加
人
数

も
増
え
高
学
年
の
子
は
低
学
年
の
子
に
教
え
合

い
な
が
ら
食
材
を
切
り
部
員
共
に
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
で
き
た
。
今
回
を
き
っ
か
け
に
食
と

農
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
話
す
。

食や農業について説明する女性部員特産品を使い子どもたちとともに作った料理

　
　
　【女
性
部
】

7

﹃
働
き
や
す
い
農
業
を
目
指
し
て
﹄

七飯町

小田切　宏樹さん （38）
おだぎり　ひろき

取扱品目：水稲14ha／南瓜40a／きゅうり20a
　　　　 ほうれん草20a／アルストロメリア50a

―
就
農
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
高
校
を
卒
業
後
は
専
門
学
校
に
通
い
︑
そ
の
後
は
神
奈
川
県
で
︑
会
社
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
︒
実
家
が
農
家
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
前
職
の
同
僚
や

友
人
か
ら
﹁
地
元
で
農
業
を
や
っ
て
み
て
は
？
﹂
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
︑
３６

歳
で
地
元
に
戻
っ
て
就
農
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
︒

―
農
業
を
始
め
て
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
幼
い
こ
ろ
は
少
し
だ
け
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
︑
本
格
的
に
農
業
を

始
め
る
と
︑
子
ど
も
の
頃
の
手
伝
い
と
は
違
い
︑
や
る
こ
と
が
と
て
も
多
い
と
感

じ
ま
し
た
︒
両
親
や
長
年
勤
め
て
く
れ
て
い
る
パ
ー
ト
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

―
農
業
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
感
じ
ま
す
か
？

　
自
分
が
育
て
た
農
産
物
を
﹁
お
い
し
い
﹂
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
の

や
り
が
い
で
す
︒
自
分
の
作
っ
た
も
の
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
瞬
間
が
︑
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
︒

―
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
家
族
や
パ
ー
ト
さ
ん
た
ち
と
の
調
和
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
︒
パ
ー
ト
さ
ん
が

働
い
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
今
の
規
模
を
保
て
て
い
る
の
で
︑
自
分
や
家
族
だ
け
で

は
こ
こ
ま
で
大
き
く
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
良
い
環
境
で
働
い
て
も
ら
え

る
よ
う
︑
家
族
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
パ
ー
ト
さ
ん
た
ち
の
意
見
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
︒

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
従
来
の
農
家
は
休
ま
ず
働
く
こ
と
が
多
い
で

す
が
︑
効
率
よ
く
働
き
︑
自
分
も
パ
ー
ト
さ
ん

た
ち
も
き
ち
ん
と
休
み
を
取
れ
る
職
場
環
境
を

目
指
し
た
い
で
す
︒
最
近
は
Y
o
u
T
u
b
e

な
ど
で
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
探
し
︑
良
い
と
こ
ろ

は
取
り
入
れ
て
︑
時
間
に
余
裕
を
持
ち
︑
子
ど

も
た
ち
と
過
ご
す
時
間
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

飼い猫と戯れる小田切さん
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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

研
修
会
を
通
し
て
交
流
深
め
る

　Ｊ
Ａ
道
南
地
区
女
性
協
議
会
は
１１
月
２０
日
、
厚

沢
部
町
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
研
修
会
を
開

い
た
。
フ
レ
ミ
ズ
会
員
や
関
係
者
ら
３０
名
が
参
加
し
、

講
演
及
び
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
研
修
を
行
っ
た
。

　開
会
に
あ
た
り
、
同
協
議
会
の
樋
口
会
長
は
「
研

修
会
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
フ
レ
ミ
ズ
の
輪
を
大

き
く
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
主
催
地
区
と
な
っ
た
厚

沢
部
地
区
フ
レ
ミ
ズ
会
員
が
講
師
と
な
り
、
リ
ー
ス

づ
く
り
を
実
施
し
た
。
家
庭
で
余
っ
た
は
ぎ
れ
な
ど

の
材
料
を
使
い
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
、
参
加
者
同

士
の
交
流
を
深
め
た
。

　講
演
で
は
、
堀
野
淳
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
ロ
ー

フ
ー
ド
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
食
材
を
生
か
し
た

調
理
法
等
を
学
ん
だ
。

はぎれリース作りに励む部員ら

農
作
業
安
全
に
つい
て
学
ぶ

【
せ
た
な
】

　せ
た
な
地
区
青
年
部
は
１１
月
１９
日
、
せ
た
な
営

農
セ
ン
タ
ー
で
農
作
業
安
全
研
修
会
を
開
催
し
た
。

同
部
員
４
名
の
ほ
か
、
講
師
と
し
て
ホ
ク
レ
ン
函
館

支
所
営
農
支
援
室
の
菅
野
技
師
を
招
い
た
。

　研
修
会
で
は
農
作
業
事
故
の
現
状
や
事
例
を
用
い

て
、
事
故
が
及
ぼ
す
影
響
や
農
作
業
安
全
の
重
要

性
を
学
ん
だ
。

　事
務
局
か
ら
は
青
年
部
全
体
の
取
り
組
み
を
報

告
。Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
青
年
部
と
共
同
作
成
し

た
農
作
業
安
全
啓
発
動
画
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　撫
養
部
長
は
「
当
地
区
の
部
員
に
農
作
業
安
全

を
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
た
。
農
業
は
身

体
が
資
本
な
の
で
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

菅野技師（左）の講義を真剣に聞く部員ら

　
　
　【女
性
部
】

永年勤続職員表彰式

30年勤続職員・社員
八雲営農センター営農課 課 長北　川　　　徹
森営農センター生産資材課 課 長小　林　真　也
厚 沢 部 整 備 工 場 工場長坂　上　昌　則

20年勤続職員・社員
厚 沢 部 支 店 松　原　瑞　恵　係長農業振興部営農企画課 中　田　明　典　係長

厚 沢 部 支 店 加　藤　あゆみ　主査

新 はこだ て 協 同 本 社 髙　橋　勇　輔　係長

せ た な 給 油 所 井　村　建　太　主任

信用共済部共済管理グループ 近　藤　裕　美　係長

せ た な 中 央 支 店 北　谷　千　賀　主査

大 中 山 給 油 所 佐久間　珠　美　主任

　11月28日、当JA・㈱新はこだて協同
において品行方正、業務精励し、他の模
範と認められ、20年勤続・30年勤続され
た職員を顕彰する為「永年勤続職員表
彰式」が行われました。対象者には賞
状、並びに記念品が贈呈されました。
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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

【
知
内
】

児
童
が
ニ
ラ
料
理
に
挑
戦

　知
内
地
区
女
性
部
は
１１
月
４
日
、
食
農
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
、
知
内
小
学
校
で
同
校
６
年
生
の

児
童
２３
名
と
調
理
実
習
を
行
っ
た
。

　日
常
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
農
業
を
体
験
し
て
も
ら

い
農
業
の
魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た
く
こ
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　今
回
は「
豚
バ
ラ
と
ニ
ラ
の
く
る
パ
リ
餃
子
」と「
ニ

ラ
豚
辛
旨
炒
め
」
を
同
部
員
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
調

理
し
、
完
成
し
た
料
理
は
給
食
と
一
緒
に
美
味
し
く

味
わ
っ
た
。

　城
地
部
長
は
「
町
の
特
産
品
で
あ
る
ニ
ラ
を
使
っ

た
料
理
を
自
分
た
ち
で
作
り
、「
家
で
も
作
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
も
、

こ
う
し
た
食
育
活
動
を
通
じ
て
地
元
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
話
す
。

城地部長（中央）のサポートのもとニラを切る児童

【
北
斗
】

農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
る

　北
斗
地
区
青
年
部
は
１１
月
１３
日
、
青
年
部
員
３

名
が
講
師
を
務
め
、
北
斗
市
立
萩
野
小
学
校
４
年

生
１７
名
を
対
象
に
「
農
業
の
大
切
さ
」
や
「
長
ネ
ギ
」

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
。

　同
校
で
は
今
年
の
春
か
ら
児
童
ら
と
と
も
に
長
ネ

ギ
の
定
植
、
収
穫
、
販
売
ま
で
を
体
験
し
、
１
年

を
通
し
て
食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　当
日
の
給
食
の
メ
ニュ
ー
を
も
と
に
「
も
し
農
家

が
い
な
く
な
っ
た
ら
？
」
に
つ
い
て
考
え
、
農
家
が
い

な
け
れ
ば
水
や
塩
し
か
残
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

児
童
ら
は
、「
何
も
食
べ
ら
れ
な
い
！
」
と
驚
い
た
様

子
を
見
せ
て
い
た
。

　授
業
終
了
後
に
は
、
児
童
ら
が
販
売
し
た
長
ネ

ギ
の
販
売
売
上
で
購
入
し
た
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

給食のメニューをもとに考える児童ら

【
森
】

「
70
年
の
節
目
を
契
機
に
」

　今
年
で
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
森
地
区
青
年
部

は
11
月
14
日
、
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
同
町
の
リ

ブ
マ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
函
館
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
大
沼
で

行
っ
た
。
J
A
役
職
員
や
森
町
長
、
関
係
機
関
ら

36
名
が
出
席
し
た
。

　記
念
式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
青
年
部
を
支
え

た
歴
代
部
長
お
よ
び
事
務
局
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈

呈
を
行
っ
た
。

　同
青
年
部
奥
山
部
長
は
「
部
員
数
の
減
少
に
よ

り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
仲
間
と

協
力
し
、
無
事
に
70
周
年
を
迎
え
ら
れ
て
一
安
心
。

先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
次
の
世
代
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
を
契
機
に
も
っ
と
活
発
に
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

歴代部長へ感謝状を手渡す奥山部長（左）

【
知
内
】

国
が
認
め
た
逸
品
の
証

　農
林
水
産
物
な
ど
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
地
理

的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
の
対
象
に
、
知
内
町
ニ

ラ
生
産
組
合
の
「
し
り
う
ち
に
ら
北
の
華
」
が
追
加

さ
れ
た
。

　「北
の
華
」
は
知
内
町
と
木
古
内
町
で
生
産
し
、

約
６０
戸
の
農
家
が
共
同
で
ハ
ウ
ス
か
け
の
作
業
を
行

い
、
高
品
質
な
ニ
ラ
を
ほ
ぼ
周
年
で
出
荷
し
て
い
る
。

　Ｇ
Ｉ
登
録
産
品
は
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
消

費
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
他
、
日
本
や
相
互
保
護
の

取
り
決
め
が
あ
る
国
で
模
做
品
の
流
通
を
規
制
で
き

る
。　12

月
1
日
に
本
店
で
受
賞
を
報
告
し
た
、
同
組

合
の
玉
森
組
合
長
は
「
技
術
や
風
土
、
生
産
者
の

努
力
が
認
め
ら
れ
た
の
は
励
み
に
な
る
。Ｇ
Ｉ
の
名

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、品
質
の
維
持
·
向
上
に
取
り
組
む
」

と
述
べ
た
。

受賞報告した玉森組合長（中央右）
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カツヨウシヨウ Vol.1

　令和７年３月より営農支援システムを無料化し全組合員が利用できるようになっております。利用可能
なメニューも拡大しておりますので、順次紹介していきます。

　毎月お届けしているクミカン報告票・営農管理報告票を紙のイメージのままで閲覧・ダウンロードでき
ます。過去１５か月分の帳票を閲覧できます。

ログイン方法

ログイン画面

閲覧方法

クミカン報告票・営農管理報告票の閲覧

スマホ・タブレットで簡単！　　　もちろんパソコンもOK！

ＱＲコード又はブラウザにＵＲＬを入力し、ログイン画面を表示させます。

　①営農情報をタップします。
　②帳票ダウンロードをタップします
　③クミカンをタップします。（帳票種類によりタップ箇所が異なります）
　④該当ファイルをタップします。
　⑤帳票が表示されます。（紙媒体と同じレイアウトです）
　※スマホからも閲覧できます

※ログイン情報は事前に送付されている
　「新規ユーザー登録票」をご確認ください
※不明な場合は営農センターにお問い合わせ
　ください
※５回連続でログインに失敗するとロックが
　掛かります。ロックは翌日に自動解除され
　ますが、すぐに解除したい場合は営農セ
　ンターにご連絡願います

https://fss.ja-hokkaido.gr.jp/einou/html/VJ000001/

■トップメニュー画面

①

②

③
⑤

④
00010001_情報千太 _クミカン
報告票_2022
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左から、近藤久美子さん、笠原幸子さん、
　　　 山田裕子さん

か
ぼ
ち
ゃ
と
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
パ
ン

江
差
地
区
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た

か
ぼ
ち
ゃ

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

江差地区女性部

今回料理を紹介していただくのは…

江差地区女性部

作り方

①かぼちゃの皮をむいて一口大に切りラップに包んで電子レンジ（500ｗ）で約3分加熱した後にかぼ
ちゃを潰す。
②無塩バターを湯煎して溶かす。
③ボウルにホットケーキミックス、潰したかぼちゃを入れ、ゴムベラで軽く混ぜ合わせ②と牛乳を入れる。

④炊飯器に③と１㎝各に切ったクリームチーズを加え1～2回つぶさないように混ぜ 
合わせる。

⑤④を平らにならして、炊飯ボタンを押し、炊き上がったらケーキクーラーなどに取り出
して冷まして完成。

「牛乳の量でふんわり具合が変わってく
るので丁寧に入れましょう」

「あずきがあればこの段階で加えるのも
おススメです！色鮮やかに美味しくな
ります」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

# かぼちゃ
#ふわふわ#もっちりパン
#かぼちゃとチーズが相性抜群
#ティータイムにも

【
栄
養
素
】β
カ
ロ
テ
ン

【
効
果
】
体
の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変
わ
る
栄
養
素
で
、
目
や
皮
膚
の
健
康
を
保
ち
、

免
疫
力
を
高
め
る
働
き
が
あ
る
ほ
か
、
抗
酸
化
作
用
で
体
を
サ
ビ
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま

す
。

材料（4人前）
ホットケーキミックス …………………………………… 300ｇ
牛乳……………………………………………………… 250ml
無塩バター……………………………………………………30g
かぼちゃ…………………………………………………… 225ｇ
クリームチーズ ………………………………………………75ｇ
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営業時間 9:00～17:00

年末年始の営業時間について

資材店舗・営農センター

あぐりへい屋

厚沢部

上ノ国

せたな

知　内

木古内

大　野

大中山

駒ヶ岳

濁　川

八　雲

長万部

厚沢部

せたな

知　内

八　雲

金融窓口営業

金融店舗内

スーパーアークス
七飯サウス店内

営業時間 9:00～21:00
土日祝日 9:00～17:00

営業時間 9:00～21:00
土日祝日 9:00～17:00

営業時間 9:00～17:00

営業時間 9:00～17:00

営業時間 9:00～17:00

営業時間 9:30～18:00
土日祝日 9:30～17:00

営業時間 9:00～17:00

営業時間 10:00～17:00

営業時間 9:00～17:00

営業時間 9:00～16:00

営業時間 9:30～16:00

営業時間 9:00～17:00

ホクレンショップ
森店内

大沼
ＡＴＭコーナー

鶉
ATMコーナー

木古内
ＡＴＭコーナー

Aコープやくも
店内

落部
ＡＴＭコーナー

厚沢部
　通常営業時間 10：00～18：30

館
　通常営業時間 10：00～18：00

Aコープ館店内

上ノ国
事業所内

濁川
事業所内

若松
ATMコーナー

ファーマーズ
マーケット
あぐりへい屋内

土
１２/２７

日 土 日
１２/２８

月
１２/２９

火
１２/３０

水 月 火 水
１２/３１

木
１/１

金
１/２ １/３ １/４ １/５ １/６ １/７

土
１２/２７

日 土 日
１２/２８

月
１２/２９

火
１２/３０

水 月 火
１２/３１

木
１/１

金
１/２ １/３ １/４ １/５ １/６

水
１/７

ＪＡ新はこだて

㈱新はこだて協同

A

　
　T

　
　M

給

　油

　所

A
コ
ー
プ

整
備
工
場

通常営業時間 8：00～19：00

通常営業時間 8：00～19：00

通常営業時間 8：00～19：00

通常営業時間 8：00～20：00

通常営業時間 7：30～19：30

通常営業時間 8：30～17：00

通常営業時間 8：00～19：00

通常営業時間 7：30～18：30

通常営業時間 8：30～17：00

通常営業時間 8：30～17：00

通常営業時間 8：30～17：00

通常営業時間 8：30～17：00

通常営業時間 8：00～18：00
　　　　祝日 8：30～17：00
通常営業時間 8：00～18：00
　　日曜祝日 8：30～17：00

通常営業時間 8：00～19：00
　　日曜祝日 8：00～18：00

休業 休業 休業通常営業 通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業 休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

休業

通常営業 定休日 休業 定休日 通常営業定休日

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

定休日

通常営業

定休日

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業 休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

8：30～
17：00

8：00～17：00

8：00～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：30～17：00

休業

8：00～17：00
8：30～
17：00

7：30～
12：00

8：00～
12：00

8：00～
15：00

7：30～
15：00

8：00～
15：00

8：00～
15：00

8：00～
15：00

8：00～
12：00

8：00～
12：00

8：00～
15：00

通常営業

通常営業

通常営業 通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業 通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業
通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業 通常営業

通常営業 休業

休業

通常営業

通常営業

臨時営業
10：00～
18：00

臨時営業
10：00～
18：00

臨時営業
10：00～
18：30

臨時営業
10：00～
15：00

臨時営業
10：00～
15：00

臨時営業
10：00～
17：00

臨時営業
10：00～
17：00

休業

営業時間 9:00～15:00
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青年部盟友の知識向上に向けた取り組み

青年部では農作業安全の取り組みを行っています！

農作業安全啓発動画を作成しました！！

令和７年度役員研修の実施
・「北海道農作業事故ゼロ運動推進研修会」への参加
・「短時間農作業安全」に関してのＪＡ北海道中央会と
　の情報交換

農作業安全啓発の取り組み

網走函館ＪＡ青年部農作業安全推進協議会
・ＪＡオホーツク網走青年部と合同で設立
・「優良事例の水平展開」と「啓発活動」を活動の軸に
　据えた

ＪＡオホーツク網走青年部との合同事業
①農作業安全ステッカーを活用した実地研修
→危険箇所にステッカーを貼り目を引くようにした
②優良事例の水平展開
→ＪＡオホーツク網走青年部
　の取り組み事例発表を行った
③農作業安全啓発動画の撮影
→両青年部役員で撮影を行った
　（詳細は下記参照）

若手盟友向け基礎研修会の実施
・若い世代や就農して間もない盟友に向けて基礎研修を
　行った

全盟友対象グループワークの実施

農作業安全啓発動画「当たり前の毎日を守るために」をご活用ください！

令和６年４月から農業でも雇入れ時安全衛生教育の義務が拡大しています！！

・実際に発生した事故事例を
　もとに原因や対策を検討す
　るグループワークを行った

・農作業経験が浅い方でも分かりやすい内容
・雇入れ時の安全衛生教育ガイドブックをもとに作成
・青年部役員が雇用主目線で意識してほしいことを組み込んだ内容
・従業員などが作業前に簡単な安全衛生教育を受けることが可能に！

自らの農場で働く方を守ることも雇用主の責任です
安全な地域農業を目指し、皆様も農作業安全を「自分事」として考え、行動していきましょう！

※本動画ではすべての教育事項を網羅できないため不足事項は雇用主が教育を行いましょう

農作業安全を
「自分事」として考え行動する組織づくり 農作業安全の輪を全道・全国へ

↑動画はコチラから↑

あなたの農場でこんな場面ありませんか？
作業時間が短くなるから
事前に教育しておきたい…

簡単に危険なところ
を伝えたい…

今さら基本的なことは
聞きづらい…

初めてで右も左も
わからない…

そんなときは！

雇
用
主

従
業
員
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農作業ではないことから、認められません。基本的に免税軽油を使用
できる期間は、「種植え前の耕起から収穫後の整地まで」となります。

免税軽油利用組合員各位 免税軽油制度についてお知らせです！！
日頃当社給油所および免税軽油をご利用いただきあ
りがとうございます。今年度の免税軽油使用報告及
び次年度交付申請に向けて、下記のとおり今一度ご
確認のほどよろしくお願いいたします。

　寒くなり、免税軽油使用期間の終了を迎えた組合員も多くいらっしゃると思います。期日を過ぎた免税軽油の使用は認め
られません。タンク内の免税軽油についても、次の春まで在庫として残しておく必要があります。
　また、機械などの消費実績を報告する義務があります。別途各SSより通知する報告期日までに「作業日報」の提出をお
願いいたします。

「人（組合員）」「用途（農業）」「機械（トラクター等）」の3要件があり、これらすべてが法律の条件に当てはまった時に限り課
税控除（免税）が認められます。
免税軽油は、免税軽油使用者証に記載されている「人」「用途」「機械」以外には使用することはできません！誤って使用した
場合でも、法律違反として罰せられる可能性があります。

《免税軽油制度》について『基本原則』

《免税軽油3要件の定義》

《免税軽油使用時のQ&A（よくあるご質問）》

「 人 」：一般的には「営農者」であり、農業委員会（市町村）が発行する営農証明書等で
　　　 各振興局が確認を行います。
「用途」：農業に関する作業にのみ使用する機械の動力源であれば該当します。免税軽
　　　 油が使用できる農業は、「種植え前の耕起から収穫後の整地まで」と定められ
　　　 ています。
「機械」：一般的に農業に使用するとされている機械、建設機械を使用する場合は、具体
　　　 的にどのような作物に、どのように使用するのかを明示する必要があります。
　　　 機械の所有者の確認は、ナンバー付きの場合は市長村が発行する標識証明書、
　　　 標識交付がされていない場合は、メーカーの販売証明、貸与の場合は貸与契
　　　 約書等が必要となります。

「免税軽油使用者が自分の農地において自分
の機械で自分に帰属する農業収入を得るため
農作業をする」ということが大前提となります。
農作業を他組合員等に手伝ってもらった場合
等は、課税軽油にて作業を行う必要がありま
す。免税軽油での作業を依頼する場合は、ご自
身の免税軽油タンクから給油し、現物支給を
行ってください。

3要件に共通して

Q1 免税用途とならない作業はどのようなものがあるか？

登録していない機械・車両等へ免税軽油を使用することはできません！！

その他にも

A1 道路の走行（収穫した作物を運搬する等であったとしても、いかなる場合も
道路の走行は課税対象です。）その為、農業に使用される機械であっても、
ご自宅から畑までの移動等道路の走行を行うことから道路走行分見合い
として、免税軽油交付数量の10％の課税軽油の引取が必要です。

Q3 畑の除雪は免税軽油でよいのか？

A3
収穫後の作業となることから、免税軽油の使用を認めることはで
きません。

Q4 土中に貯蔵した（一度収穫して埋め戻した）生産物を冬季
間に掘り起こす作業は免税軽油の使用が認められるか。

A4

Q2 ビニールハウス内の暖房は免税軽油でよいのか？

A2 機械の動力源ではないことから、認められません。

《ナンバー付トラックへの給油》

経営譲渡

免税軽油使用者の変更➡免税軽油使用者証の交付を受けた者が変わった

《自宅の除雪》

以下に該当する場合は直ちに当社給油所にご連絡ください！！
連絡を怠った場合は数年間免税軽油を使用できなくなる可能性があります！！

いずれも手続きを怠ると、変更時から手続き完了までの使用分は
すべて課税対象として納付する必要があります！！

➡ 法人化した ➡

機械を購入した

機械の変更→あらかじめ登録した機械を入替えた（追加した等を含む）

➡ 他人の機械を譲って貰った ➡

必ずご一読願います。

「渡島総合振興局監修」
15
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農業後継者・女性農業者の皆さま
正組合員になりませんか？

　組合員の皆さまには平素より JA 各事業に格別のご支援、ご協力を賜り、厚く

お礼申し上げます。

　これからの地域農業を守り、発展させていくには農業後継者・女性農業者の意

見が大変重要になってまいります。皆さまの声を JA の事業運営に反映させ、よ

り良い JA づくりに向け正組合員となり、積極的に JA 事業へ参画くださいます

ようお願い申し上げます。

正組合員資格

出　資　金　基　準

１．３０アール以上の土地を耕作する農民で、その耕作する土地又は住所がこの

　　組合の地区内にあるもの

２．１年のうち９０日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内

　　にあるもの

３．農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が ３００ 人を超え､かつ､そ

　　の資本の額又は出資の総額が３億円を超える法人を除く。）であって､その事

　　務所又はその経営に係る土地がこの組合の地区内にあるもの

経営主以外の家族組合員については１人あたり５万円以上

※経営主については、１経営体あたり３０万円以上

⬆上記いずれかの要件を満たしていれば加入できます。

ご相談・お問い合わせに関しては、
最寄りの支店までお問い合わせ願います。

Information
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Q. A.

ルール
空いているマスに、1から9までの数字のどれかを入れま
す。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太線で囲まれた3×3のブ
ロック（それぞれ9マスあるブロックが9つ）のいずれにも
1から9までの数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ

二重枠に入った数字の合計は？
Q.

出題®ニコリ

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

Q.

全部埋めなくても
答えはでるよ！
まずは

「３×３のブロック」
で数字を順に
考えてみよう！

脳 広場トレ
数独・クロスワード

数独／前回の答え 9 クロスワード／前回の答え ブンカサイ

パズル ? 頭の体操

タテのカギ
 2 メレンゲを作るときに使う道具
 6 鍋料理の締めにも使う麺
 8 晴れかなあ、雨かなあ
 9 牛、豚、鶏のものがよく流通しています
10 令和8年の干支です
11 歯ブラシにつけます
15 自分の兄弟姉妹の息子
16 ダルメシアンは――模様の犬です
18 書初め大会で――に選ばれた
20 受験生が空欄に書き込んでいくもの
21 単位はアンペアです

ヨコのカギ
 1 正月に食べる、モチ入り汁物といえば
 2 どら焼きに挟み込まれているもの
 3 おせち料理の定番の一品。卵が材料の一つ
 4 交差――、及第――
 5 右手が――、という人が多数派です
 7 本を読み終えること
10 ガラガラとのどを洗います
12 旅立つ人の――に駅のホームまで行った
13 ワラや木やレンガの家を建てる童話があります
14 漢字で書くと百足。足の多い生き物です
17 椅子のこと。ロッキング――
19 アルカリと混ぜると中和します
20 焚くとよいかおりが広がります

17
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第
１1
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
７
年
11
月
21
日（
金
）1０
時
３０
分
〜

　●
場
所
／
道
南
農
業
会
館

理
事
会
開
催
報
告

（
１
）
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
　
　①

 第2
回
広
域
共
選
施
設
再
編
建
設
委
員
会

　
　
　②

 第6
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

（
２
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
３
）
令
和
7
年
度
収
支
見
込
（
J
A
新
は
こ
だ
て
10
月
末
現
在
）
に
つ
い
て

（
４
）
令
和
7
年
度
収
支
見
込
（
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
10
月
末
現
在
）
に
つ
い
て

（
５
）
金
融
機
関
へ
の
貸
付
実
行
に
つ
い
て

（
６
）
令
和
7
年
度
賦
課
金
の
徴
収
状
況
に
つ
い
て

（
７
）
令
和
7
年
産
施
設
特
定
米
穀
の
概
算
金
の
設
定
に
つ
い
て

（
８
）
令
和
7
年
産
米
穀
入
庫
状
況
に
つ
い
て

（
９
）
第
3
四
半
期
の
資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

（
10
）
不
祥
事
撲
滅
運
動
に
お
け
る
現
金
・
棚
卸
資
産
管
理
の
自
主
点
検
の
結
果
報
告
に
つ

　
　
　い
て

（
11
）
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
係
る
取
組
状
況
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
号

　農
林
水
産
省
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
法
第
94
条
第
4
項
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
に
お

　
　
　
　け
る
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号

　職
員
へ
の
冬
期
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

第
３
号

　理
事
者
と
の
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

第
４
号

　公
用
印
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号

　理
事
者
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
６
号

　財
務
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
７
号

　令
和
7
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策「
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
数
量
払
）」の
仮
渡

　
　
　
　金
に
つ
い
て

第
８
号

　理
事
に
対
す
る
組
合
員
勘
定
供
給
限
度
額
の
変
更
に
係
る
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

第
９
号

　組
合
員
懇
談
会
へ
の
提
案
事
項
に
つ
い
て

第
１０
号

　第
7
次
中
期
経
営
計
画
に
よ
る
令
和
8
年
度
店
舗
統
廃
合
に
つ
い
て

議
　
　案

お問い合わせ・予約ご注文は
各生産資材店舗で承ります。
生産コスト低減・作業省力化
に向けサポート致します！

せいさんしざい通信　合併号（12・1月号）

《大口取引奨励金》（年間ご購入総額に対し12月に奨励金支払予定。対象期間12～11月）

更には・・・・

各対象の品目・規格等は「取りまとめ注文書」
又は「各生産資材店舗」へご確認願います。

令和8年営農用【農　薬】予約取りまとめ受付中！ 
（取りまとめ期間 ： 令和7年11月～令和8年1月29日迄）

予約取りまとめのメリットについてご案内いたします。

50～125万円未満＝0.1％
200～250万円未満＝0.3％
300～350万円未満＝0.6％
400～450万円未満＝1.2％

125～200万円未満＝0.2％
250～300万円未満＝0.4％
350～400万円未満＝0.9％　
450万円以上＝1.5％

（※ＪＡ新はこだて重点推進品目は対象外です。）

① 《ＪＡ新はこだて 重点推進品目》（85品目127規格）
 農薬コスト低減対策として、 通常当用価格より約15％値引きして供給いたします。

② 《ＪＡ新はこだて 取りまとめ品目》
 通常当用価格より約6％値引き して供給いたします。
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新はこだて

JA新はこだて
ホームページ

№28012月号
2025年

№2811月号
2026年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを
発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

合併号

2
‐
新
年
の
挨
拶

4
‐
特
集

　わ
れ
ら
午
年

6
‐
道
南
を
農
す

　
　七
飯
町

　小
田
切

　宏
樹

 さん

7
‐TO

PICS

10
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐
活
用
し
よ
う
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

12
‐Inform

ation

　
　青
年
部「
農
作
業
安
全
」取
組
紹
介

　
　年
末
年
始
営
業
開
始
時
間
に
つ
い
て

　
　正
組
合
員
加
入
案
内

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

17
‐
脳
ト
レ
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

2
‐
新
年
の
挨
拶

4
‐
特
集

　わ
れ
ら
午
年

6
‐
道
南
を
農
す

　
　七
飯
町

　小
田
切

　宏
樹

 さん

7
‐TO

PICS

10
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐
活
用
し
よ
う
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム

12
‐Inform

ation

　
　青
年
部「
農
作
業
安
全
」取
組
紹
介

　
　年
末
年
始
営
業
開
始
時
間
に
つ
い
て

　
　正
組
合
員
加
入
案
内

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

　
　せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

17
‐
脳
ト
レ
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№270
2月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　八雲
地
区

　
舟
田

　
圭
佑

 
さ
ん

3
‐TO

PICS

6
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

8
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

10
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐JO

B.com

12
‐Inform

ation

　
　
企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　
　
営
農
販
売
・
経
済
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　
　
渡
島
型
輪
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
に
つ
い
て

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

17
‐
み
ん
な
の
ま
る
め
郎
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№271
3月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　北斗
地
区

　
吉
田

　
卓
志

 
さ
ん

3
‐TO

PICS

4
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐
組
合
員
懇
談
会
開
催
結
果
報
告

9
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

10
‐
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

　
　
第
23
回
通
常
総
代
会
開
催
の
ご
案
内

11
‐Inform

ation

　
　
従
業
員
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　
せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
ま
る
め
郎
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№272
4月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
新
採
用
職
員
紹
介

5
‐
道
南
を
農
す

　
　濁川
地
区

　
愛
場

　
悠
一

 
さ
ん

6
‐TO

PICS

8
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

10
‐Inform

ation

　
　
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

13
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

15
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

16
‐
理
事
会
報
告

　
　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

17
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

18
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

2
‐
特
集

　
　〜第
２3
回
通
常
総
代
会
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　北斗
地
区

　
山
崎

　
啓
祐

 
さ
ん

5
‐TO

PICS

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

10
‐JO

B.com

11
‐Inform

ation

　
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
蔓
延
防
止

　
　
組
合
員
資
格
確
認

　
　
　
　
　
　
ほ
か

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　
せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№273
5月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　八雲
町

　
中
島

　
大
介

 
さ
ん

3
‐TO

PICS

4
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐ 

あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐Inform

ation

　
　
対
話
し
た
い
わ（
組
合
員
懇
談
会
）

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　
J
A
カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

　

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№274
6月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集

　
　〜管
内
各
地
で
食
農
教
育
活
動
が

　
　
 

 

行
わ
れ
ま
し
た
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　七飯
地
区

　
杉
村

　
久
幸

 
さ
ん

5
‐TO

PICS

7
‐
対
話
し
た
い
わ

8
‐
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

9
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

11
‐JO

B.com

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

　
　

 

せ
い
さ
ん
し
ざ
い
通
信

15
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№275
7月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　厚沢
部
地
区

　
齊
藤

　
利
弥

 
さ
ん

3
‐TO

PICS

　
　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

5
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

7
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
檜
山
）

8
‐Inform

ation

　
　
J
A
北
海
道
大
会

　
決
議
事
項

10
‐
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

11
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

12
‐
理
事
会
報
告

13
‐
み
ん
な
の
脳
ト
レ
広
場

14
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№276
8月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集

　
　〜各
地
で
夏
ま
つ
り
〜

4
‐
道
南
を
農
す

　
　せた
な
地
区

　
桝
田

　
晴
希

 
さ
ん

5
‐TO

PICS

6
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

8
‐
対
話
し
た
い
わ

9
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

10
‐JO

B.com

11
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

12
‐
理
事
会
報
告

　
　
出
資
金
の
お
知
ら
せ

13
‐
脳
ト
レ
広
場

14
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№277
9月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
道
南
を
農
す

　
　上ノ
国
町

　
森

　
優
人

 
さ
ん

3
‐TO

PICS

4
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

6
‐
対
話
し
た
い
わ

7
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

8
‐Inform

ation

　
　
J
A
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
を
装
っ
た

　
　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に
つ
い
て

9
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

10
‐
理
事
会
報
告

　
　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

11
‐
脳
ト
レ
広
場

12
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№278
10月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

2
‐
特
集

　┃
収
穫
の
秋
┃

4
‐
道
南
を
農
す

　
　森
町

　佐
橋

　智
也
 さん

5
‐TO

PICS

　
　全
道
Ｌ
Ａ
ス
マ
サ
ポ
大
会

8
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

9
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

10
‐
理
事
会
報
告

11
‐
脳
ト
レ
広
場

12
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№279
11月号
2025年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

令
和
7年
12月
15日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

編集後記

　２０２５年も残りわずかとなりました　今年も「えすぽわーる」をご
愛読いただき、ありがとうございました。 来年も皆さまに楽しい話題
をたくさんお届けできるよう、広報活動にいっそう力を入れてまいり
ます　２０２６年も「えすぽわーる」をどうぞよろしくお願いいたします。 
皆さまにとって素敵な一年になりますように （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

作り方

今月号の表紙について

今年の2月号から11月号までの表紙大集合Ver.

はこたまアルバム
マルメロード第148章

Ｄａｙ：2025.11.17

チーズがとろ～り

洋風ミルクチーズ鍋

材料（2人分）

バナメイエビ…………………… 4～ 6尾
ウインナー…………………………… 4本
シメジ………………………… 1/2 パック
ホウレンソウ……………………… 1/3 束
ブロッコリー……………………… 1/3 株
ジャガイモ…………………………… 1個
モッツァレラチーズ………………… 30g
豚ばら薄切り肉……………………… 100g
ピザ用チーズ………………………… 50g
A
　牛乳……………………………… 400ml
　コンソメ（顆粒〈かりゅう〉）… 小さじ 2
　粗びき黒こしょう………………… 適量

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

1

レシピ●料理家・管理栄養士　小山浩子さん
出典●Jミルク乳和食サイト

バナメイエビは背ワタを取り除き、殻をむく。ウインナーは斜めに切り込
みを入れる。シメジは石突きを取って手でほぐす。ホウレンソウは5cm幅
に切る。ブロッコリーは茎を切り落とし、小房に分ける。ジャガイモは皮
をむき、小さめの乱切りにする。モッツァレラチーズは3～5mm幅の薄切
りにする。

2
鍋にAを入れて軽く混ぜ、中央を空けるようにして、①のモッツァレラ
チーズ以外の具材と豚ばら薄切り肉を入れる。

3
中央にピザ用チーズ、モッツァレラチーズを入れ、粗びき黒こしょうを
振ったらふたをし、弱めの中火でジャガイモに竹串がすっと通るまで
じっくりと加熱する。

第
2
8
0・
2
8
1
合
併
号

　北斗市で雪がほんのりついて
綺麗な木になっていました。これ
からどんどん寒くなりますね…　
雪が積もると夜でも明るくなるの
で冬の夜も悪くないような気がし
ますが、車の運転だけは嫌です。
みなさんも雪道は特に気をつけ
てくださいね


